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場合があります。製品のご検討およびご採用に際しては、必ず最新の英文デー
タシートをご確認ください。
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DS90C387/DS90CF388
SVGA/QXGA対応デュアル・ピクセル LVDSディスプレイ・インタフェース (LDI)

TRI-STATE®はナショナル セミコンダクター社の登録商標です。

概要概要概要概要

DS90C387/DS90CF388は、最高 QXGAまでの解像度を持つフ
ラットパネル・ディスプレイとホスト・マシンの間で、デュアル・ピク
セルでのデータ伝送をサポートするトランスミッタ/レシーバのペアで
す。 トランスミッタは、48ビットの CMOS/TTLデータ (24ビット・カ
ラーの 2ピクセル分 )を、高速な 8ペアの LVDS (低電圧差動シ
グナリング ) シリアル・データ列に変換します。 また制御信号
(VSYNC、HSYNC、DE、2つのユーザー定義信号 )をブランキ
ング期間中に伝送します。 112MHz デュアル・ピクセルの最大伝
送レートでは、LVDSデータ・ライン伝送レートは 672Mbpsとなり、
総スループットは 5.38Gbps (672MB/sec)です。 また、ほかに 2つ
のモードをサポートしています。 1つは 24ビット・カラー・データ
(シングル・ピクセル )を最大 170MHzでトランスミッタに取り込みま
す。 このモードでは、トランスミッタでシングル・ピクセルをデュアル・
ピクセルに変換し、LVDSクロック出力の周波数は最大 85MHzと
なります。 もう1つの動作モードは、従来の FPD-Linkデバイスと
の相互接続です。

以前の FPD-Link デバイスに比べ、この LDI (LVDS ディスプレ
イ・インタフェース ) チップセットは 3 つの点を改良することにより、
高い帯域幅をサポートし、長いケーブルをドライブできるようになり
ました。 帯域幅を上げるために、最大ピクセル・クロック周波数を
112MHz (170MHz)に上げ、8ペアのシリアル LVDS出力を備え
ました。 まず、ユーザーが選択可能なプリエンファシス機能を設け
て信号遷移時の LVDS駆動電流を増やし、ケーブル負荷の影響
を打ち消してドライブ能力を高めています。 次に、サイクルごとの
DCバランスを行って符合間干渉 (ISI)を低減しています。 プリエ
ンファシスとDCバランスによって、ケーブル端のレシーバで、歪み
の小さいアイ・パターンを得られます。 最後に、ケーブル・デス
キュー機能が長いケーブルにおけるペア間スキューを± 1LVDS
データ・ビット幅 (クロック周波数 80MHz以下 )まで吸収します。
以上の 3項目の改良により、5m以上のケーブルをドライブできるよ
うになりました。このチップセットは、高解像度のフラットパネル・
ディスプレイ・アプリケーションで、EMI とケーブル長の問題を解
決できる理想的な手段といえます。データ・ビット幅を確保しなが

ら高解像度パネルに必要な帯域幅を提供する一方で、EMI と
シールド要求を軽減するためにクロック周波数を低く保てる、
LVDS技術に基づく信頼性の高いインタフェースを提供します。詳
細は「アプリケーション情報」を参照してください。

特長特長特長特長

■ デジタル・ディスプレイ・インタフェースである OpenLDI 仕様
に準拠

■ DS90C387では 32.5MHz～ 112MHz (170MHz)のクロック周
波数に対応、DS90CF388では 40～ 112MHｚのクロック周波
数に対応

■ SVGAからQXGAまでの解像度に対応
■ 低コストな長いケーブルをドライブ可能
■ 最大帯域幅 5.38Gbps
■ ケーブル負荷の影響を低減するプリエンファシス
■ 符合間干渉を低減するトランスミッタからの DCバランス・デー
タ転送

■ ケーブル・デスキュー機能 :レシーバ入力で± 1LVDS デー
タ・ビット幅 (クロック周波数 80MHz 以下 )までのペア間ス
キューを吸収、ペア内スキュー 300ps許容

■ GUIコントローラおよびタイミング・コントローラとのインタフェース
をサポートするデュアル・ピクセル・モード、シングル・ピクセル
GUIインタフェースをサポートするシングル・ピクセル・モード

■ サイクルごとのジッタを低減するトランスミッタ
■ 5V耐圧のデータと制御入力ピン
■ データおよび制御信号に対するストローブ・エッジを設定可能

(立ち上がりまたは立ち下がり)
■ FPD-Linkとの下位互換の構成が設定可能
■ FPD-Link下位互換のための第 2LVDSクロック
■ DCバランス・モードでの 2つのユーザー定義信号
■ ANSI/TIA/EIA-644-1995 LVDS標準互換
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トランスミッタ・ブロック図トランスミッタ・ブロック図トランスミッタ・ブロック図トランスミッタ・ブロック図

レシーバ・ブロック図レシーバ・ブロック図レシーバ・ブロック図レシーバ・ブロック図

一般的なブロック図一般的なブロック図一般的なブロック図一般的なブロック図
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絶対最大定格絶対最大定格絶対最大定格絶対最大定格 (Note 1)

本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。

関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照ください。関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照ください。関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照ください。関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照ください。

推奨動作条件推奨動作条件推奨動作条件推奨動作条件

電気的特性電気的特性電気的特性電気的特性

特記のない限り、推奨動作条件での電源電圧および温度範囲に適用。

電源電圧 (VCC) － 0.3V～＋ 4V
CMOS/TTL入力電圧 － 0.3V～＋ 5.5V
CMOS/TTL出力電圧 － 0.3V～ (VCC＋ 0.3V)
LVDSレシーバ入力電圧 － 0.3V～＋ 3.6V
LVDSドライバ出力電圧 － 0.3V～＋ 3.6V
LVDS出力短絡時間 連続

接合部温度 ＋ 150℃
保存温度範囲 － 65℃～＋ 150℃
リード温度 (ハンダ付け、4秒 ) ＋ 260℃
パッケージ最大許容消費電力 (25℃ )
100 TQFPパッケージ

DS90C387 2.8W
DS90CF388 2.8W

パッケージ・ディレーティング

DS90C387 25℃以上で 18.2mW/℃
DS90CF388 25℃以上で 18.2mW/℃

ESD耐圧
DS90C387
(人体モデル、1.5kΩ、100pF) ＞ 6kV
(EIAJ、0Ω、200pF) ＞ 300V
DS90CF388
(人体モデル、1.5kΩ、100pF) ＞ 2 kV
(EIAJ、0Ω、200pF) ＞ 200V

最小値最小値最小値最小値 代表値代表値代表値代表値 最大値最大値最大値最大値 単位単位単位単位

電源電圧 (VCC) 3.0 3.3 3.6 V
動作温度範囲 (TA) － 10 ＋ 25 ＋ 70 ℃

レシーバ入力電圧 0 2.4 V
電源電圧ノイズ (VCC) 100 mVp-p



4www.national.com/jpn/

D
S

90
C

38
7/

D
S

90
C

F
38

8

電気的特性電気的特性電気的特性電気的特性 (つづき )

特記のない限り、推奨動作条件での電源電圧および温度範囲に適用。

Note 1: 「絶対最大定格」を超えてデバイスを動作させた場合、安全性は保証されません。 また、絶対最大定格の上限または下限でデバイスを動作させるべき
であることを示しているわけではありません。 デバイスの動作条件は「電気的特性」の各表により規定されています。

Note 2: Typ値はVCC＝ 3.3V、TA＝＋25℃の時です。
Note 3: デバイス・ピンに流れ込む電流を正と定義し、デバイス・ピンから流れ出る電流を負と定義しています。 電圧は、差動電圧であるVOD、ΔVODおよび特

記のある場合を除いてグラウンド基準です。
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推奨トランスミッタ入力特性推奨トランスミッタ入力特性推奨トランスミッタ入力特性推奨トランスミッタ入力特性
特記のない限り、推奨動作条件での電源電圧および温度範囲に適用。

トランスミッタ・スイッチング特性トランスミッタ・スイッチング特性トランスミッタ・スイッチング特性トランスミッタ・スイッチング特性

特記のない限り、推奨動作条件での電源電圧および温度範囲に適用。

レシーバ・スイッチング特性レシーバ・スイッチング特性レシーバ・スイッチング特性レシーバ・スイッチング特性

特記のない限り、推奨動作条件での電源電圧および温度範囲に適用。
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レシーバ・スイッチング特性レシーバ・スイッチング特性レシーバ・スイッチング特性レシーバ・スイッチング特性 (つづき )
特記のない限り、推奨動作条件での電源電圧および温度範囲に適用。

チップセット・スイッチング特性チップセット・スイッチング特性チップセット・スイッチング特性チップセット・スイッチング特性 

特記のない限り、推奨動作条件での電源電圧および温度範囲に適用 (Note 4、8)。このパラメータおよびその適用方法の詳細は「ア
プリケーション情報」を参照。

Note 4: Min値とMax値は、電圧、温度範囲におけるデバイス性能のスタティックな解析に基づいています。 このパラメータは自動テスト装置 (ATE)で機能的に
テストを行っています。 ATEの動作周波数は最大 85MHzです。 ただし、特性評価用のサンプル・デバイスでは、ベンチ・テストで動作を確認しています。

Note 5: Min値またはMax値は、電源電圧範囲におけるベンチ・テストでのジッタ応答に基づいています。 出力クロック・ジッタは、データ入力がスイッチングして
いるときに± 3nsのサイクル・ジッタを持つ入力クロックを用いて測定されています（Figure 15、16参照）。 この 3nsのジッタは、現在流通している多くの
グラフィックVGAチップによってクロック・エッジに影響を及ぼす、比較的悪い値に相当します。 このパラメータは、弊社アプリケーション・ノートAN-1059
に述べられているシステム・マージンを求めるときに使用します。

Note 6: レシーバ・スキュー・マージン (RSKM)は、レシーバ入力での有効なデータ・サンプリング範囲として定義されています。 このマージンは、トランスミッタか
らの出力パルス位置 (MinおよびMax)と、レシーバ入力でのセットアップやホールド時間を加味しています (内部のデータ・サンプリング・ウインドウRSPOS)。
このマージンにより、LVDS配線スキューや符合間干渉 ISI (どちらもケーブル長とケーブル種に依存 )、クロック・ジッタが許容されます。
RSKM≧ケーブル・スキュー (ケーブル種、長さ )＋ソース・クロック・ジッタ (サイクルごと、TJCC)＋ ISI 「アプリケーション情報」を参照。

Note 7: デスキュー使用時のレシーバ・スキュー・マージン (RSKMD)は、レシーバ入力での有効なデータ・サンプリング範囲として定義されています。デスキュー
機能は、レシーバのサンプリング・ストローブをLVDSビットの中央に固定して、インターコネクト・スキューを除去 (調整 )します。このマージン (RSKMD)
により、符合間干渉 ISI (ケーブル長とケーブル種に依存 )、トランスミッタのパルス位置 (TPPOS)、LVDSクロック・ジッタ (TJCC)が許容されます。

RSKMD≧ ISI＋TPPOS (含むmin/max範囲内ばらつき )＋ソース・クロック・ジッタ (サイクルごと )。「アプリケーション情報」を参照。

Note 8: RSKMとRSKMDの代表値 (typ)は、トランスミッタとレシーバの VCCとTAに変動がなく、かつ VCCとTAは両デバイスでそれぞれ同一と仮定される条
件に対して適用されます。
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ACタイミング図タイミング図タイミング図タイミング図

FIGURE 1.  “Worst Case” Test Pattern

FIGURE 2.  ““““16 Grayscale”””” Test Pattern (Note 9, 10, 11)

Note 9: ワースト・ケースのテスト・パターンは、デジタル回路、LVDS I/O、CMOS/TTL I/Oを最も多くトグルさせます。
Note 10: 16階調テスト・パターンが、「標準的」なLCD表示パターンでのデバイスの電力消費テストに用いられます。 このテスト・パターンは、画面に 16ラインの

垂直ストライプを表示させるときに必要となる信号スイッチングに相当します。

Note 11: Figure 1 、2でのデータ・ストローブは、立ち下がりエッジです (TxCLK IN/RxCLK OUT)。
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ACタイミング図タイミング図タイミング図タイミング図 (つづき )

FIGURE 3.   DS90C387 (Transmitter) LVDS Output Load and Transition Times

FIGURE 4.   DS90CF388 (Receiver) CMOS/TTL Output Load and Transition Times

FIGURE 5.   DS90C387 (Transmitter) Input Clock Transition Time

FIGURE 6.  DS90C387 (Transmitter) Setup/Hold and High/Low Times (Falling Edge Strobe)
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ACタイミング図タイミング図タイミング図タイミング図 (つづき )

FIGURE 7.  DS90CF388 (Receiver) Setup/Hold and High/Low Times

FIGURE 8.  DS90C387 (Transmitter) Phase Lock Loop Set Time

FIGURE 9.  DS90CF388 (Receiver) Phase Lock Loop Set Time
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ACタイミング図タイミング図タイミング図タイミング図 (つづき )

FIGURE 10.  Transmitter Power Down Delay

FIGURE 11. Receiver Power Down Delay
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ACタイミング図タイミング図タイミング図タイミング図 (つづき )

C - RSPOS (レシーバ入力ストローブ位置 )のMin値とMax値によって定義されるセットアップとホールド時間 (内部データ・サンプリング・ウィンドウ )
TPPOS - トランスミッタの出力パルス位置 (Mix値およびMax値 )
RSKM≧ケーブル・スキュー (ケーブル種、長さ )＋LVDSソース・クロック・ジッタ (サイクルごと )＋符合間干渉 ISI 
■ ケーブル・スキュー - 通常 30cmあたり10ps～ 40ps、ケーブルにより異なります。
■ TJCC - サイクルごとの LVDS出力ジッタ (TJCC)は 100ps (ワースト・ケース )以下です。
■ 符合間干渉 (ISI)は配線長に依存しますが、おそらくゼロです。
「アプリケーション情報」を参照。

FIGURE 12.  Receiver Skew Margin

C - RSPOS (レシーバ入力ストローブ位置 )のMin値とMax値によって定義されるセットアップとホールド時間 (内部データ・サンプリング・ウィンドウ )
RSKMD≧ TPPOS (含むmin/max範囲内ばらつき )(d)＋TJCC (出力ジッタ )(f)＋ ISI (m)
■ d＝TPPOS -  トランスミッタの出力パルス位置 (Mix値およびMax値 )
■ f＝TJCC - サイクルごとの LVDS出力ジッタ (TJCC)は 100ps (ワースト・ケース )以下です。
■ m＝マージン追加分 - ケーブル長の長いアプリケーションで ISIに配分
「アプリケーション情報」を参照。

FIGURE 13.  Receiver Skew Margin (RSKMD) wirh DESKEW
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ACタイミング図タイミング図タイミング図タイミング図 (つづき )

FIGURE 14.   TJCC Test Setup - DS90C387

FIGURE 15.  Timing Diagram of the Input Cycle-to-Cycle Clock Jitter
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DS90C387 端子説明─端子説明─端子説明─端子説明─ FPD-Linkトランスミッタトランスミッタトランスミッタトランスミッタ

Note 12: 内蔵プルダウン抵抗により、開放の場合のデフォルト値は LOWとなります。
Note 13: DCバランスは自動検査機器 (ATE)を用いて 85MHzでのみ機能テストを行なっています。また、デバイス評価時のベンチテストで 112MHzまでの性能を

確認しています。

Note 14: PLLのシフト・ポイントは 55～ 68 MHzレンジです。通常、シフトは PLLがロックするまでの間に行なわれます。

ピン名称ピン名称ピン名称ピン名称 I/O No. 説明説明説明説明

Rn、Gn、Bn、DE、
HSYNC、VSYNC

I 51 TTLレベル入力です。 16ビットの Red、16ビットの Green、16ビットの Blue、および
HSYNC、VSYNC、DE (データ・イネーブル )の 3種類の制御信号です
(Note 12)。

AnP O 8 正極性 LVDS差動データ出力です。

AnM O 8 負極性 LVDS差動データ出力です。

CLKIN I 1 TTLレベル・クロック入力です。

R_FB I 1 データ・ストローブ・エッジの選択信号です。 この入力が HIGHのとき、立ち上がり
エッジが選択されます (Note 12)。

R_FDE I 1 DE制御の選択信号です。 この入力が HIGHのとき、DEが HIGHでデータがアク
ティブです (Note 12)。

CLK1P O 1 正極性 LVDS差動クロック出力です。

CLK1M O 1 負極性 LVDS差動クロック出力です。

PD I 1 TTLレベル入力です。LOWで出力は TRI-STATEになり、パワーダウンとなって消
費電流が小さくなります (Note 12)。

PLLSEL I 1 PLL周波数範囲の選択です。 オート・レンジ時は、このピンをVCCに接続してくださ
い。 開放またはGNDへの接続は将来の拡張用です。標準のシフト・ポイントは 55
～ 68 MHzです (Note 12、14)。

BAL I 1 DCバランス (新機能 )または非 DCバランス (下位互換 )のモードを選択します。 
HIGHでDCバランス・モードになります。開放または GNDへの接続を行うと、DC
バランス機能はオフになります (Note 12、13、15)。

PRE I 1 プリエンファシス量の選択です。 外付けのプルアップ抵抗を介してVCCに接続する
と、プリエンファシスが機能します。 このとき抵抗値によりプリエンファシスの量が決ま
ります (「アプリケーション情報」の Table 5を参照 )。 プリエンファシスをせずに通常
の LDVSドライブ・レベルが必要な場合は、このピンを開放にします (GNDには接
続しないでください ) (Note 12)。

DUAL I 1 デュアル・ピクセル、シングル・ピクセル、またはシングル・ピクセル入力 /デュアル・
ピクセル出力の 3つの動作モードを選択します。 LOWのときシングル・ピクセル・
モードとなり、LVDSの A0からA3チャネルとCLK1のみがアクティブとなり、消費
電力は小さくなります。 HIGHでデュアル・ピクセル・モードとなります。 シングル・ピク
セル入力 /デュアル・ピクセル出力を選択するには、このピンを 1/2VCCに固定しま
す。Figure 16 を参照してください (Note 12)。

VCC I 4 TTL入力バッファとデジタル回路用電源です。

GND I 5 TTL入力バッファとデジタル回路用 GNDです。

PLLVCC I 2 PLL回路用電源です。

PLLGND I 3 PLL回路用 GNDです。

LVDSVCC I 3 LVDS出力バッファ用電源です。

LVDSGND I 4 LVDS出力バッファ用 GNDです。

CLK2P/NC O 1 デュアル・クロック用の正極性 LVDS差動クロック出力です。CLK1Pと同一です。 
使用しない場合は開放にします。

CLK2M/NC O 1 デュアル・クロック用の負極性 LVDS差動クロック出力です。 CLK1Mと同一です。 
使用しない場合は開放にします。
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Note 15: DS90CF388は、DS90C387からの送信データが DCバランス・モードか非 DCバランス・モードかを自動的に検出するように設計されており、また定義さ
れたビット・マッピングにもとづきLVDSデータをデシリアライズします。

FIGURE 16.  Resistor Network for ““““DUAL”””” pin input - recommend using R1 ＝＝＝＝ R2 ＝＝＝＝ 10kΩΩΩΩ for single to dual mode

ピン名称ピン名称ピン名称ピン名称 I/O No. 説明説明説明説明

AnP I 8 正極性 LVDS差動データ入力です。

AnM I 8 負極性 LVDS差動データ入力です。

Rn、Gn、Bn、DE、
HSYNC、VSYNC

O 51 TTLレベルのデータ出力です。 16ビットの Red、16ビットの Green、16ビットの
Blue、および HSYNC (LP)、VSYNC (FLM)、DE (データ・イネーブル )の 3種類
の制御信号です。

RxCLK INP I 1 正極性 LVDS差動クロック入力です。

RxCLK INM I 1 負極性 LVDS差動クロック入力です。

RxCLK OUT O 1 TTLレベルのクロック出力です。 立ち下がりエッジがデータ・ストローブとなります。

R_FDE I 1 DE制御の選択信号です。 この入力が HIGHのとき、DEが HIGHでデータがアク
ティブです (Note 12)。

PLLSEL I 1 PLL周波数範囲の選択です。 オート・レンジ時は、このピンをVCCに接続してくださ
い。 開放またはGNDへの接続は将来の拡張用です。標準のシフト・ポイントは 55
～ 68 MHzです (Note 13、14)。

BAL I 1 DCバランス (新機能 )または非 DCバランス (下位互換 )のモードを選択します。 
非 DCバランス・モードにする場合は BAL＝LOWです。 DCバランス・モード (自
動検出モード )にする場合はBAL＝HIGHです。 この端子をHIGHにすると、受
信した LVDSクロック信号により、インタフェースが新モードであるか下位互換モード
であるかが検出されます (Note 12、13、15)。

DESKEW I 1 デスキューとオーバー・サンプリングのオン /オフです。 HIGHのときデスキュー機能
がイネーブルとなります。 ただしDCバランス・モードのときのみサポートされます
(BAL＝HIGH)。 デスキュー機能を正しく動作させるには、少なくとも4クロック・サ
イクルのブランキング期間が必要です (Note 12)。

PD I 1 TTLレベル入力です。 LOWのときレシーバ・データ出力は LOWに、クロック出力
はHIGHになります (Note 12)。

STOPCLK O 1 HIGHでレシーバ・クロックが入力されていないことを示します。 クロックが入力される
とLOWになります。

VCC I 6 TTL出力バッファとデジタル回路用電源です。

GND I 8 TTL出力バッファとデジタル回路用 GNDです。

PLLVCC I 1 PLL回路用電源です。

PLLGND I 2 PLL回路用 GNDです。

LVDSVCC I 2 LVDS入力バッファ用電源です。

LVDSGND I 3 LVDS入力バッファ用 GNDです。

CNTLE、CNTLF O 2 TTLレベルのデータ出力です。 ユーザー定義可能な信号で、使用しない場合は開
放にします。
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カラー・マッピング・オプションにはいろいろな種類があります。 詳
細については、ナショナル セミコンダクター社のアプリケーション・
ノートAN-1127および AN-1163を参照してください。 6ビットと

8ビットのカラー・データの間で LSBとMSBを定義する場合、規
格化された慣習がないため、カラー・マッピング情報は注意してご
覧ください。

TABLE 1.  LVDS DATA BIT NAMING CONVENTION

Note 16: 48ビットのデュアル・ピクセル・アプリケーション時─ LSB (最下位ビット)＝R16、G16、B16、R26、G26、B26、およびMSB (最上位ビット)＝R15、
G15、B15、R25、G25、B25

Note 17: 36ビットのデュアル・ピクセル・アプリケーション時─ LSB (最下位ビット)＝R10、G10、B10、R20、G20、B20、およびMSB (最上位ビット)＝R15、
G15、B15、R25、G25、B25

TABLE 2.  SINGLE PIXEL PER CLOCK INPUT APPLICATION DATA MAPPING (DUAL=GND)

TABLE 3.  DUAL PIXEL PER CLOCK INPUT APPLICATION DATA MAPPING (DUAL=VCC)
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TABLE 3.  DUAL PIXEL PER CLOCK INPUT APPLICATION DATA MAPPING (DUAL=VCC) (つづき )
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TABLE 4. SINGLE PIXEL PER CLOCK INPUT-TO-DUAL PIXEL PER CLOCK OUTPUT DATA MAPPING 

(DUAL=1/2VCC)
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TABLE 4. SINGLE PIXEL PER CLOCK INPUT-TO-DUAL PIXEL PER CLOCK OUTPUT DATA MAPPING 

(DUAL=1/2VCC) (つづき )

特定の信号については、同じ信号が冗長して送信されることに注意してください。 これらの信号には *の記号が付いています。 DS90CF388では、*記号の付いた
ビットはサンプリングされません。 (オプション機能として、プリエンファシスがあります。 ) 補足情報については、「アプリケーション情報」を参照してください。

FIGURE 17.   TTL Data Inputs Mapped to LVDS Outputs
Non-DC Balanced Mode (Backward Compatible, BAL ＝＝＝＝ Low)
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このモードでは、LVDSクロック信号も DC バランスの状態であることに注意してください。 立ち上がりエッジの位置は固定ですが、立ち下がりエッジの位置は、上の
図に示した 2つのうちのいずれかになります。 (オプション機能として、プリエンファシスおよびデスキューがあります。 )

FIGURE 18.   48 Parallel TTL Data Inputs Mapped to LVDS Outputs
DC Balanced Mode - Data Enabled, BAL ＝＝＝＝ High
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FIGURE 19.   Control Signals Transmitted During Blanking

Control Signals Transmitted During Blanking

Note 18: 上図に示されるブランキング期間中の制御信号のパターンは R_FDE＝HIGHのときであり、R_FDE＝LOWのときの各 0/1パターンは反転します。
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汎用的な汎用的な汎用的な汎用的なDS90C387ととととDS90CF388 の設定方法の設定方法の設定方法の設定方法

1.シングル・ピクセル入力 /デュアル・ピクセル出力アプリケーショ
ン時には、DS90C387のDUALピンを 1/2VCC、すなわち 1.65V
に設定します。Figure 16 に示すように、それぞれ 10kΩプル
アップ抵抗とプルダウン抵抗で実現できます。DUALピンとグラ
ウンド間のコンデンサによって、ノイズの多い環境でもDC 電圧
レベルが安定します。この設定では、シングル・ピクセルの入
力信号は奇数番目と偶数番目のデュアル・ピクセルに分けられ、
最初の奇数ピクセルが A0～A3に出力され、次の偶数ピクセ
ルが A4 ～ A7 に出力されます。 ピクセル・データの分割は、
データが有効であることを示すデータ・イネーブル DEの LOW
からHIGHへの遷移により開始されます。 このとき、R_FDEピ
ンは必ず HIGHにします。 またブランキング間のクロック数は偶
数にしてください。 DC バランス (BAL＝ HIGH)または非 DC
バランス (BAL＝ LOW) の両モードとも、このデータ伝送をサ
ポートします。 また、この設定では、LDIレシーバ DS90CF388、
または非 DCバランス・モード (BAL＝ LOW)であれば、2つ
の FPD-Linkノートブック用レシーバ、たとえば、DS90CF384A
とインタフェースできます。 ケーブル長が 2mを超えるモニタ・ア
プリケーションの場合は、DC バランス・モードを推奨します。
ノートブック・アプリケーションでは、チップセットの消費電力を低
減するために DC バランス機能をディスエーブルにしてくださ
い。 DS90C387/DS90CF388だけが DC バランス・モードでの
データ伝送をサポートすることに注意してください。

2. DS90C387/DS90CF388をシングル・ピクセル、またはデュアル・
ピクセルとして設定するときは、DUALピンをGND (シングル )

または VCC (デュアル )に接続します。 デュアル・モードでは、
2 つの FPD-Link ノートブック・レシーバ DS90CF384A や
DS90CF386を接続できるように、トランスミッタDS90C387は 2
つの LVDS クロックを出力します。 一方シングル・モードでは、
消費電力を低減するためにA4～A7出力とCLK2出力はディ
スエーブルとなります。 どちらの設定とも、モニタ・アプリケーショ
ンに必要な DC バランス・モードでのデータ伝送をサポートして
います。

レシーバ DS90CF388は、最大 112MHz動作でのシングルおよ
びデュアル・ピクセル・インタフェースをサポートしています。 こ
のレシーバはまた、DC バランス・モードを使わない状態で、
LVDSトランスミッタが内蔵されたVGAコントローラとインタフェー
スすることも可能です。 その場合、レシーバのBALピンはLOW
にして、DCバランス機能をディスエーブルにします。

新機能の説明新機能の説明新機能の説明新機能の説明

プリエンファシスプリエンファシスプリエンファシスプリエンファシス

ケーブル負荷の影響を低減するため、LVDSの信号遷移時に駆
動電流を増やす機能です。 プリエンファシスの強さは、PREピン
に対して 0.75V (エンファシス効果最小 )～VCC (最大 )の DC
電圧を与えて設定します。 PREピンの電圧が高いほどデータ・ビッ
ト遷移時でのダイナミック電流が大きくなります。 PREピンの DCレ
ベルを設定するために、VCCへのプルアップ抵抗 (Rpre)が必要
です。 内部には電圧降下を生じさせる抵抗ネットワークが入って
います。 DCレベルの設定には下表を参照してください。

TABLE 5.  PRE-EMPHASIS DC VOLTAGE LEVEL WITH (RPRE)

TABLE 6.  PRE-EMPHASIS NEEDED PER CABLE LENGTH

Note 19: 標準的なシールド・ツイストペア・ケーブルでのテストに基づいています。 プリエンファシスの量はケーブル種やケーブル長、動作周波数により変わります。

DC バランスバランスバランスバランス

バランス・モードでは、Figure 18 に示すように、各アクティブ・デー
タ・サイクルの間に、各 LVDSデータラインで 1ビットの追加ビット
をピクセル・データまたは制御データに加えて送ります。 この追加
ビットが DCバランス (DCBAL)ビットです。 DCバランス機能の目
的は、短期および長期にわたっての LVDS信号の DCバイアスを
最小にすることです。 この機能は、ピクセル・データをそのままの
極性で送るか、反転して送るかによって実現します。

DCバランス・ビットは、転送中ワードのディスパリティ(O/Iビット個
数の差 )と、転送前ワードのデータ・ディスパリティから算出され
ます。 転送前ワードのデータ・ディスパリティは、データ中の 1 の
ビット個数から 0 のビット個数を引いて求めます。 転送中ワードの
ディスパリティは、初期段階では＋ 7から－ 6のいずれかの値とな
ります。 その後、転送中ワードのディスパリティは、反転したデー
タ・ディスパリティを連続的に合計して求めます。 データが反転せ
ずに送られた場合はデータ・ディスパリティ値から 1を引き、デー
タが反転して送られた場合はデータ・ディスパリティを反転して 1
を加えます。 この結果、転送中ディスパリティの値は＋ 7から－ 6
の範囲となります。
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データがそのまま送られるときは DCバランス・ビット (DCBAL)の
値は 0となり、反転して送られるときは 1となります。 ピクセル・デー
タを反転せずに送るか反転して送るかは、転送中データのディス
パリティと転送前データのディスパリティを用いて次のように決定し
ます。

ピクセル・データを反転せずに送信 :
－転送中データのディスパリティが正で、かつ転送前データの
ディスパリティが 0または負のとき

－ 転送中データのディスパリティが負で、かつ転送前データの
ディスパリティが正のとき

ピクセル・データを反転して送信 : 
－ 転送中データのディスパリティが正で、かつ転送前データの
ディスパリティが正のとき

－転送中データのディスパリティが負で、かつ転送前データの
ディスパリティが 0または負のとき

－ 転送中データのディスパリティが 0のとき

ケーブルのドライブ能力は、ケーブル負荷の影響を打ち消すため
に信号遷移時の出力電流を増加する、ユーザー設定可能なプリ
エンファシス機能によって強化されています。 また、前述のサイク
ルごとの DCバランスが符合間干渉 (ISI)を低減します。 このプリ
エンファシスと DC バランス機能により、ケーブル端のレシーバ入
力でのアイ・パターン歪みが小さくなります。 このような改善によっ
て、5mから10m以上のケーブルをドライブできます。

ブランキング期間中の制御信号の送信ブランキング期間中の制御信号の送信ブランキング期間中の制御信号の送信ブランキング期間中の制御信号の送信 (DCバランス・モードバランス・モードバランス・モードバランス・モード)

データ・イネーブル制御信号 (DE)はDCバランス・モードで使用
され、ピクセル・データと制御情報を区別するために使用されま
す。 ピクセル・データと制御情報を正しく区別するために、デバイ
スに対してデータ・イネーブルDEは連続的に与えられなければな
りません。 そのためDEは、DCバランス・モード時はクロック信号
LVDS CLK1、CLK2を介してレシーバへ送られます。 DEがHIGH
( 表示アクティブ )のときは、クロック信号上で送られる制御ワード
は 1111000または 1110000になります。 DEが LOW (ブランキン
グ期間 )のときは、クロック信号上の制御ワードは 1111100または
1100000となります。 R_FDE＝HIGHのとき、このようになります。
「端子説明」の表を参照してください。

HSYNCや VSYNCのような制御情報は、ピクセル・データのよう
に反転して送られることはありません。 制御ワードの値は、転送中
ワードのディスパリティと送られるべき制御値により決まります。 転
送中ワードのディスパリティが正で、送られるべき制御が LOWな
らば、送信される制御ワードは 1110000になります。 転送中ワード
のディスパリティがゼロまたは負で、送られるべき制御が LOWな
らば、送信される制御ワードは 1111000になります。 転送中ワード
のディスパリティが正で、送られるべき制御が HIGH ならば、送
信される制御ワードは 1100000になります。 転送中ワードのディス
パリティがゼロまたは負で、送られるべき制御が HIGHならば、送
信される制御ワードは 1111100になります。 ブランキング期間中の
制御情報送信時は、DC バランス・ビット (DCBAL) は 0 です。
Figure 19 を参照してください。

ブランキング期間中は、DS90CF388 の RGB 出力は強制的に
LOWにされます。

下位互換モード (BAL＝LOW)のときの制御とデータは、通常の
LVDSデータとして送られます。 Figure 17 を参照してください。

ユーザー定義信号ユーザー定義信号ユーザー定義信号ユーザー定義信号 CNTLEととととCNTLF のサポートのサポートのサポートのサポート

DS90C387とDS90CF388は、デュアル・ピクセル DCバランス・
モードで、ブランキング期間の VSYNCが LOWの時、1つまた
は 2つのユーザー定義信号の伝送をサポートします。 2つの制御
信号 CNTLEとCNTLFは、ピクセル・データにマルチプレクスし
てトランスミッタに入力します。 入力の B26に CNTLFが、B27に
CNTLEが割り当てられます。 DCバランス・モードのとき、CNTLF
とCNTLEはVSYNCが LOWのブランキング期間に、LVDSチャ
ネルのA4 (CNTLF)とA5 (CNTLE)を介して送られます。 CNTLE
とCNTLFは、VSYNCが HIGHからLOWに移行してから1ク
ロック・サイクル後にサンプリングされます。 CNTLEとCNTLFは、
VSYNCがLOWからHIGHに移行するまでサイクルごとにサンプ
リングされ、次に VSYNCが LOWサイクルに入るまでラッチされ
ます。 詳細は、Figure 19下の表、“Control Signals Transmitted
During Blanking”を参照してください。 ユーザー定義信号は
VSYNCがLOWのブランキングの期間のときだけ有効です。 ユー
ザー定義信号のレベルは、VSYNCの LOWからHIGHへの立
ち上がりで値がラッチされます。 この信号がレシーバからの TTL
出力となります。 DS90CF388の CNTLE出力、CNTLF出力は、
使用しない場合は未接続のままにしてください。

デスキューデスキューデスキューデスキュー 

OpenLDIレシーバ DS90CF388 は、同一の差動ペア内 (intra-
pair)の 300ps以上のスキューに対応し、また少なくとも± 1LVDS
データ・ビット幅の差動ペア間 (pair-to-pair)のスキューにも対応し
ます。 ただし、これらはDCバランス・モード時のみ有効です。デ
スキューは各データ・チャネル別に、± 1 T BIT の範囲で 1/3 T
BIT 刻みでチューニングされます。なおデスキュー機能はクロック
周波数 80MHz 以下のとき有効です。デスキュー機能を用いた
場合、3 等分した中央にサンプリング・ストローブが置かれます。
デスキュー機能を働かせるには、ブランキング期間に 4クロック以
上あれば十分です。 したがって、ブランキング期間の短いアプリ
ケーションにもこのチップセットを活用できます。 

FPD-Link デバイスとの下位互換デバイスとの下位互換デバイスとの下位互換デバイスとの下位互換

トランスミッタは 2 つの LVDSクロック出力を備えています。 どちら
の LVDSクロックもデュアル・ピクセル・モードでは同一出力です。
この機能は、前の世代のデバイスとの下位互換を実現します。 ト
ランスミッタは 2つ目のクロックを用いると、デュアル・ピクセル構成
の 24ビットまたは 18ビットのノートブック・レシーバを使ったパネル
とインタフェースできます。 

特定の信号については、同じ信号が冗長して送信されることに注
意してください。これらの信号には * の記号を付けて Figure 17
に示しました。DS90CF388では、*記号の付いたビットはサンプ
リングされません。 FPD-Linkレシーバとインタフェースする場合は、
必要に応じてこれらの信号を取り出せます。

プリエンファシス機能は、DCバランス・モードと、下位互換の非
DCバランス・モードの両方で有効です。
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トランスミッタの機能トランスミッタの機能トランスミッタの機能トランスミッタの機能 

トランスミッタは、クロック入力に生じているサイクル・ジッタを軽減
します。 ただし、極めて緩やかなサイクル・ジッタはトランスミッタ出
力にそのまま現れます。 サイクル毎のジッタは、動作周波数範囲に
対して、入力ステップ関数ジッタを適用したときに現れる 100ps以
下の変動として測定されています。サイクル毎のジッタは、Figure
12、 13で述べられているRSKM/RSKMDのタイミング配分から差
し引く必要があります。ジッタ除去能力によって TXクロック入力端
子におけるジッタの影響は大幅に低減され、レシーバ内でのデー
タ・サンプリング精度が向上します。トランスミッタ出力ジッタは
PLLVCC ノイズと入力クロック・ジッタに影響されます。したがっ
て、電源ノイズを抑え、かつ低ジッタ・クロックを使用すれば、出
力ジッタの低減を図れます。 タイミング信号と制御信号 (VSYNC、
HSYNC、DE、2つのユーザー定義信号 )は、それら重要な情
報を確実に受け渡すため、ブランキング期間を使って送られます。

トランスミッタは、さまざまなグラフィック・コントローラに対応するた
めにデータ・ストローブのエッジを切り替えられます。 すなわち、立
ち上がりエッジを使うかまたは立ち下がりエッジを使うかを、専用
の R_FBピンにより選択可能です。 立ち上がりエッジのトランスミッ
タはロジックの変更なしで、立ち下がりエッジのレシーバと接続でき
ます。

RSKM - レシーバ・スキュー・マージンレシーバ・スキュー・マージンレシーバ・スキュー・マージンレシーバ・スキュー・マージン 

RSKMはチップセット・パラメータで、トランスミッタのパルス位置と
レシーバのストローブ・ウインドウの差を表したものです。詳細はア
プリケーション・ノートAN-1059に記述されています。RSKMは、
インターコネクト・スキュー、LVDSソース・クロック・ジッタ (TJCC)、
ISIの合計よりも大きくなければなりません。Figure 12を参照して
ください。インターコネクト・スキューの要因には、プリント基板の
配線遅延ばらつきと、ケーブルを用いたアプリケーションではコネ
クタ・スキューとケーブル・スキューなどがあります。プリント基板
配線スキューとコネクタ・スキューはシステム設計で対策できます。
一方のケーブル・スキューは、ケーブル・メディアの種類と長さに
依存します。

RSKMD - デスキュー時のレシーバ・スキュー・マージンデスキュー時のレシーバ・スキュー・マージンデスキュー時のレシーバ・スキュー・マージンデスキュー時のレシーバ・スキュー・マージン 

RSKMD はチップセット・パラメータで、レシーバのストローブ・ウ
インドウと理想的なパルス位置の差を表したもので、DS90CF388
のデスキュー機能がイネーブルの場合に適用されます。デス
キュー機能は、各データ・チャネルとクロック・チャネル間のスキュー
を調整します。デスキュー機能の対応クロック周波数は最大
80MHzです。RSKMDは、トランスミッタのパルス位置 (含むmin/
max 範囲内ばらつき )、LVDSソース・クロック・ジッタ (TJCC)、
ISIの合計よりも大きくなければなりません。Figure 12を参照して
ください。デスキュー機能がイネーブルのとき、RSKMDは TBIT
の 25% 以上です。デスキューは、プリント基板の配線遅延ばら
つきと、ケーブルを用いたアプリケーションではコネクタ・スキュー
とケーブル・スキューで生じるインターコネクト・スキューを補正しま
す。プリント基板配線スキューとコネクタ・スキューはシステム設計
で対策できます。一方のケーブル・スキューは、ケーブル・メディ
アと長さに依存する点に注意してください。ケーブル長は、ISI効
果によってスキューが 1 TBITに達するよりも前に、RSKMDパラ
メータで制限される場合があります。

パワーダウンパワーダウンパワーダウンパワーダウン

トランスミッタとレシーバは、ともにパワー・ダウン機能を備えていま
す。パワー・ダウン・モードでは、電源ピンからの電流引き込み
は最小となり、PLL はシャットダウン状態になります。トランスミッタ
の出力は TRI-STATEになります。レシーバの出力は LOWにドラ
イブされます (「端子説明」の表を参照 )。VCCが安定した後、
デバイスをイネーブルにするために PD端子をHIGHに駆動してく
ださい。

DS90C387A/DS90CF388A

DS90C387/CF388チップセットは DS90C387A/CF388Aと電気的
には同一です。長いケーブルをサポートする必要がない場合は
DS90C387A/CF388A を推奨します。消費電力を抑えるために
DCバランス・データ送信とケーブル・デスキュー機能は使用でき
ません。またデバイスは下位互換性を有し、既存の FPD-Linkデ
バイスと直接接続して動作可能です。

設定表設定表設定表設定表

TABLE 7.  TRANSMITTER / RECEIVER CONFIGURATION TABLE

ピンピンピンピン 条件条件条件条件 設定設定設定設定

R_FB (Tx only) R_FB＝VCC 立ち上がりエッジ・データ・ストローブ

R_FB＝GND 立ち下がりエッジ・データ・ストローブ

R_FDE (both Tx and Rx) R_FDE＝VCC DE＝HIGHでアクティブ・データ

R_FDE＝GND DE＝LOWでアクティブ・データ

BAL (both Tx and Rx) BAL＝VCC DCバランス・イネーブル

BAL＝Gnd DCバランス・ディスエーブル (FPD-Linkと下位互換 )

DUAL (Tx only) DUAL＝VCC 48ビット・カラー (デュアル・ピクセル )をサポート

DUAL＝ 1/2VCC シングル・ピクセル入力 /デュアル・ピクセル出力をサポート

DUAL＝Gnd 24ビット・カラー (シングル・ピクセル )をサポート
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生命維持装置への使用について
ナショナル セミコンダクター社の製品は、ナショナル セミコンダクター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL
COUNSEL)の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用することは
認められていません。
ここで、生命維持装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持あるいは
支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与
えると予想されるものをいいます。重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが予想されるものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。 www.national.com/jpn/

このドキュメントの内容はナショナル セミコンダクター社製品の関連情報として提供されます。ナショナル セミコンダクター社
は、この発行物の内容の正確性または完全性について、いかなる表明または保証もいたしません。また、仕様と製品説明を予告な
く変更する権利を有します。このドキュメントはいかなる知的財産権に対するライセンスも、明示的、黙示的、禁反言による惹起、
またはその他を問わず、付与するものではありません。
試験や品質管理は、ナショナル セミコンダクター社が自社の製品保証を維持するために必要と考える範囲に用いられます。政府が
課す要件によって指定される場合を除き、各製品のすべてのパラメータの試験を必ずしも実施するわけではありません。ナショナ
ル セミコンダクター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナショナル セミコンダクター社の部品
を使用した製品および製品適用の責任は購入者にあります。ナショナル セミコンダクター社の製品を用いたいかなる製品の使用ま
たは供給に先立ち、購入者は、適切な設計、試験、および動作上の安全手段を講じなければなりません。
それら製品の販売に関するナショナル セミコンダクター社との取引条件で規定される場合を除き、ナショナル セミコンダクター社
は一切の義務を負わないものとし、また、ナショナル セミコンダクター社の製品の販売か使用、またはその両方に関連する特定目
的への適合性、商品の機能性、ないしは特許、著作権、または他の知的財産権の侵害に関連した義務または保証を含むいかなる表
明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductorとナショナル セミコンダクターのロゴはナショナル セミコンダクター コーポレーションの登録商標です。その他のブランド
や製品名は各権利所有者の商標または登録商標です。
Copyright © 2006 National Semiconductor Corporation
製品の最新情報については www.national.com をご覧ください。

外形寸法図 単位はmillimeters

Dimensions show in millimeters
Order Number DS90C387VJD and DS90CF388VJD

NS Package Number VJD100A
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